お金の大切さ
パート1
さて、今日は2部構成のレッスンです。今朝始めて、今晩終える予定です。クリスマスに使いたい金額と、銀行口座に入っている金額との差を計算したことがあるなら、お金は大切だと分かりますね。子どもを大学に行かせたい場合、あるいは歯列矯正をさせたい場合、または古い車を買い替えたい場合、あなたはすぐに、お金は大切だという結論に達するでしょう。もうお分かりだと思いますが、私の説教の題は「お金は大切」です。夫婦間に問題を抱えているカップルを対象にした調査では、緊張、さらには離婚に至る理由の上位三つのうちの一つが、お金の問題でした。
関係においても、お金は重要です。結婚を控えた若い人たちをカウンセリングするとき、話し合う必要がある重要な問題の一つは、家庭でお金をどのように扱っていくのかということです。あなたはお金についてどう考えていますか。とても重要なことですが、若い人たちはたいてい、ウェディングドレスや食べ物、ケーキなど、楽しくて素晴らしいことを考えます。しかし、それらはすべて1時間もすれば終わってしまいます。
Zoom、1時間もすればすべて終わり、あなたはそれがさよならだとさえ気づかないでしょう。しかし、それは重要です。その日は重要であり、すばらしい日です。しかし、結婚式やそのようなことについて話し終えたずっと後に、あなたは関係におけるお金について話すことになるでしょう。なぜなら、お金は重要だからです。さて、お金そのものは問題ではありません。お金は中立的なものです。善でも悪でもありません。お金の善悪を決めるのは、私たちがそれをどのように得るか、どのように使うか、そしてそれについてどのように感じているかです。
ご存じのように、私は以前、神が貧しい人を富んでいる人よりも愛しておられるのではない、と申し上げました。神が関心を持っておられるのは、人が自分の持っているお金をどのように得、どのように使い、それについてどのように感じているかであって、富んでいるか貧しいかには関係ありません。人々は、お金をたくさん持っていても、まったく持っていなくても、お金について感情を抱いています。そして、今日、つまり今朝と今晩の、お金に関するこれらの学びで、特にお金を得ること、使うこと、そしてお金に関する感情という領域において、金銭問題に対するクリスチャンの取り組み方を皆さんと一緒に復習したいと思います。そして、これらの学びによって、教会の内外を問わず非常に多くの人々にとって罠となってきたものに対して、霊的な取り組み方を身につけることができればと願っています。
しかし、ここにいる私たちのほとんどは教会の一員であり、クリスチャンですから、私たちが関心を持っているのは、クリスチャンはお金の問題にどのように取り組むべきかということだと思います。では、まず、それを得ることについて話しましょう。誰もが生活を営むためにお金を得る必要がありますね。生活を営まなければなりません。しかし、誰もが正しい方法でお金を得ているわけではありません。
すべての人が、クリスチャンとして受け入れられる方法、つまりクリスチャンらしい方法でお金を得ているわけではありません。例えば、正直に言えば、不正な方法でそれを得る人もいます。単に盗むことによってお金を得る人もいます。つまり、銀行を襲ったり、コンビニエンスストアを強盗したり、あるいは企業の資金を横領したりするのです。私たちの中には、そういう範疇に入る人が誰もいないことを願いますが、実際にそうする人もいます。
つまり、あなたがそのようなタイプの人なら、夜のニュースで報道されるということです。しかし、ある種の窃盗や不正直さには、もっと巧妙なものがあり、通常は夜のニュースで報道されることはありません。単にごまかす人もいます。彼らはただごまかすのです。いつも手を抜き、いつも近道をしています。
彼らは不正をします。例えば、福祉制度を悪用して政府に対して不正をします。失業給付を悪用したり、正しい税金を納めなかったりして不正をします。彼らはただ不正をするのです。誰も知りませんが、彼ら自身は不正をしていることを知っています。
ほら、ド・ゴールはこう言いました。政府をだますことは隣人をだますようなものです。なぜなら、政府はあなたの隣人だからです。政府はあなたの隣人です。政府はあそこにある何かではありません。政府は私たち自身です。私たちが政府をつくるのです。
政府をだますとき、私たちは隣人をだましており、隣人をだますのではなく、隣人を愛すべきだという原則に違反しています。他の人々はだましますが、彼らは商売でだまします。つまり、実際には請求するほどの価値がない高すぎる商品やサービスを売るのです。あるいは、高い料金で粗悪な仕事をします。何かを修理するために人を呼ぶと、1時間50ドルを請求されるのに、実際には10分でできる仕事で、10分の作業に対して3時間分の料金を請求されるのです。
あるいは、本当は必要としていない物を他の人に買わせるよう仕向けたり、その品物の価値以上の金額を支払わせるよう仕向けたりする人もいます。500％の利益、800％の利益など、品物にそれだけの価値はありません。日給を受け取りながら、その日一日分の仕事をしないことで雇用主をだます人もいます。そして、これは双方に当てはまります。ご存じのように、人々は会社に属する設備や備品、時間など、雇用主のものを使ったり盗んだりします。とにかく、だます人もいるのです。
さて、つまり、これは長いリストにすることもできますし、ここで午前中ずっと続けることもできますが、私が何を言っているかはお分かりでしょう。ここで私が言おうとしていることを感じ取っていただきたいだけなのです。お分かりですね。きっとご自分の例を挙げることもできるでしょう。クリスチャン、そして私が話を進めたいのはそこなのですが、クリスチャンは、しかし、お金を得るにしても、自分が得られる限り多くを得ようとします。
限界はありません。聖書は、私たちがどれほど多くのお金を得てもよいかについて、限界があるとは教えていません。しかし、クリスチャンはこれらの方法を用いません。エペソ人への手紙第4章28節で、パウロはこう言っています。「盗んでいる者は、もはや盗んではならない。むしろ、困っている人に分け与えるものを持つために、自分の手で良い仕事をして、働きなさい。」クリスチャンは、だますことによってではなく、自分の働きをお金と交換することによって得ます。
率直なやり取りです。ご存じのように、クリスチャンは、それが善良で、公正で、正直なものである限り、どのような仕事でもすることができます。そのため、かなり多くの職業が開かれています。聖書は、クリスチャンが自分の優れた才能と正直な働きとを交換して得ることのできる、公正な利益に何の制限も設けていません。私はクリスチャンの億万長者たちを知っています。個人的に知っているのです。
素晴らしい人々、素晴らしい人々でした。彼らには並外れた能力、並外れた賜物があり、それを価値あるものと交換しました。そして賢明に投資し、賢明に売買しました。また、彼らは良いクリスチャンでもあり、教会の長老であり、地域社会の指導者であり、誠実な心で神に仕えていました。それは可能です。
それは可能です。聖書は、私たちが自分の労働を正直に交換することによって得られる利益の額を制限していません。テサロニケ人への手紙Ⅱ第3章10節で、パウロは、働くことができない人ではなく、働くことを拒む人々について述べています。病気や状況など、さまざまな理由で働くことができない人もいます。しかしパウロは、働くことを拒む者は食べてはならない、と言っています。まさに、それは怠惰に対する本質的な動機ではありませんか。働きたくないなら、食べることはできないのです。
いやあ、ここでその瞬間に怠惰を打ち消すことになります。飢え始めると、突然、外に出て働く動機が見つかります。そう、飢えは怠惰の解毒剤です。残念ながら、私たちの社会では、いつもではありませんが、しばしばこの種の行動に報いることによって、怠惰を支え、助長しています。さて、他の人々は不正を働くことによって利益を得るだけではありません。抑圧を通して利益を得る人もいます。
弱い人々や貧しい人々を虐げることによって、お金を得る人もいます。彼らはだまし取るのではなく、ただ虐げるのです。貧しい人々や無知な人々を直接搾取することによって、莫大な富を得ること。従業員から正当な賃金をだまし取ること。暴力や他者への支配によって、自ら権力を握り、富を得る人もいます。
私たちは新聞でそのことを読みますね。また、すべての巨大企業ではありませんが、巨大企業が、ほんの一握りの株主だけの富を増やすために、何千人もの従業員を解雇し、他の従業員により多くの仕事を負わせることもあります。私たちはそれを見てきましたね。その企業に直接関与していないほんの一握りの人々が、何千もの家庭の苦難を犠牲にして利益を得るのです。これは抑圧と呼ばれ、毎日、実際に起こっています。
人々が貧困と悲惨な生活を送る一方で、その人々の背に乗って富裕な指導者たちが安逸な生活を送っているという、途方もなく裕福な指導者たちについて私たちは耳にします。今朝、ハイチについて触れましたが、まさにそれが起こっている国です。そこでは、何百万人もの他の人々の貧困と悲惨さによって、ほんの一握りの人々だけが生活しています。富裕層が3％、中間層が3％、そして約92％が極度の貧困状態にあります。そして、その国ではそれが仕組みとなっています。人々に秩序と正義と繁栄を保障することではなく、自分たちの決定が人々や環境に及ぼす影響を顧みず、単に金を稼ぐためにその地位を利用することだけを目的とする政治家たちについても、私たちは知ります。
私たちもそのことを知っていますね。それは抑圧と呼ばれます。さて、クリスチャンにとって、金銭を得ることが第一の責任に取って代わることはありません。クリスチャンが負う第一の責任は、神を愛し、隣人を愛することです。そして、この愛は、金銭に関する事柄において、クリスチャンが隣人をどのように扱うかに明らかに表れます。
クリスチャンは利益を得るために隣人を虐げません。クリスチャンは、従業員の技能と仕事に見合った公正な賃金を支払います。それがクリスチャンの生き方です。クリスチャンは、従業員から賃金をだまし取るくらいなら、自分の利益をあきらめます。そうです、それは、そうですね、重要な原則です。
クリスチャンは、従業員の賃金をだまし取るくらいなら、自分の利益を手放します。クリスチャンは貧しい人々を愛します。クリスチャンは貧しい人々を虐げたり、搾取したりしません。それはクリスチャンの生き方ではありません。クリスチャンは、神が貧しい人々の守護者であることを認めます。
申命記24章14節で、神はこう言われます。「貧しく困窮している雇われ人を虐げてはならない。彼があなたの同胞であっても、あなたの土地や町にいる寄留者であっても、同じである。日没前、その日のうちに彼に賃金を支払いなさい。彼は貧しく、それを心待ちにしているからである。そうしなければ、彼があなたについて主に叫び、あなたに罪があることになる。」神は貧しい者の擁護者であり、守護者です。ですから、クリスチャンは、自分よりも特権や繁栄において恵まれていない人々をどのように扱ったかに応じて、神が自分を裁かれることを認めます。言い換えれば、もし私たちが上にいる者であるなら、神は私たちが下にいる者たちをどのように扱ったかによって、私たちを裁かれるのです。
それがクリスチャンの生き方です。ですから、貧しい人々を虐げないように注意しなければなりません。私たちは時々、考えもせずに彼らを虐げてしまいます。なぜなら、教会堂では一つの規則があり、ビジネスでは別の規則があると考えているからです。ほら、あれは教会のことです。今は、ビジネスの弱肉強食の世界です。そこでは規則が違うのです。
私たちはあそこでキースのためにプレーします。私たちは喉を切り裂きます。あそこで血を流します。すみません。それは物事の仕組みではありません。
今や、ゲームを通して利益を得ることもあります。だますことによる利益、抑圧による利益、ゲームによる利益です。ほら、わずかなお金を賭けて、大きな倍率でお金を得ようとする人々がいます。これを覆い隠すために、彼らはあらゆるしゃれた名称を使いますが、実際にはギャンブルと呼ばれるものです。もちろん、鍵となるのは倍率です。
勝算が低いほど、賞金は大きくなり、誘惑も大きくなります。例えば、バスケットボールで試合をするとします。2つのチームがあり、勝つ確率は5050です。どちらか一方に賭ければ、勝つ可能性は2分の1です。5ドルを賭けて、勝てば5ドルです。競馬をするなら、それは違います。
多くのレースでは、9頭の馬がいます。おっと、それは9頭中1頭です。今や勝つ見込みはさらに低くなっています。賞金は少し大きくなっていますが、負けるリスクも少し大きくなっています。5ドル、2ドル、いくらであれ賭け金を入れると、勝つチャンスは9分の1です。
さて、より多く勝つ一方で、より大きなリスクを負います。そして、宝くじという、いわば愚者の楽園ですね。あなたには1000000枚のくじがあり、あなたが持っているのはたった1枚です。確かにジャックポットは大きいですが、当たる確率は信じられないほど低いのです。そして私は、宝くじを導入したさまざまな場所で暮らしてきました。
ご存じのように、私はケベックに住んでいたことがあります。そこでは宝くじを導入することになり、「宝くじを導入すべきだろうか」という大論争が起こりました。おもしろいことに、25年前、私が住んでいたケベックに宝くじが導入されたとき、その導入を支持する論拠は、今日、どの現代国家にも導入しようとするときの論拠とまったく同じでした。税金を下げられる、教育に資金を回せる、雇用を生み出せる、などなど。ところが、25年たった今、ケベックの税金は相変わらず高いままです。本当に高いままです。そして教育は、そのお金を一銭も受け取ったことがありません。25年たった今、それを実際に支えている唯一の人々、つまりケベックにおける大きな問題は、政府が、自分たちがしていることは福祉資金をただ循環させているだけだと気づきつつあることです。
彼らがしているのは、福祉のお金を再び循環させているだけです。言い換えれば、新たな成長はありません。政府からお金を受け取っている同じ人々が、それを宝くじを通して政府に送り返しているのです。宝くじは貧しい人のための賭博の仕組みだからです。しかし、とにかく、これは賭博についての説教ではありません。ただ、無料の余談として、私のノートにもないことですが、これを付け加えておきたいのです。少しのお金を賭けて、大きな確率に対して多額のお金を得ようとするなら、それは賭博だと言えば十分でしょう。それがどんなゲームであれ、あなたがそう呼びたいものであっても、やはり賭博なのです。
今や、クリスチャンはリスクによってではなく、信仰によって歩まなければなりません。私たちはリスクによって歩むのではなく、信仰によって歩みます。神が私たちに約束してくださった事柄について、クリスチャンが成功する確率は100％確実です。リスクはありません。信じてバプテスマを受ける者は、赦され、救われます。
それは100％確実です。まず神の国を求める人々は、必要とするすべての物質的なものを持つことになります。それもまた100％確実です。人生において神があなたに望んでおられることをまず行おうとするなら、神は、あなたに必要なすべてのものを備えてくださると、100％確実に約束してくださいました。忠実であり続ける人々は、死者の中から復活し、永遠に生きます。
それは100％確実です。何のリスクもありません。ですから、お金に関して、クリスチャンは駆け引きをしません。誠実な努力によって、正直な仕事をしてお金を得ます。パウロはテサロニケ人への手紙Ⅰ第4章11節でこう言っています。「静かな生活を送り、自分の仕事に専念し、自分の手で働くことを、あなたがたの目標としなさい。私たちがあなたがたに命じたとおりです。」
自分の手で働くというのは、ここでは有効な仕事は肉体労働だけだという意味ではなく、自分自身の仕事をするという意味です。自分の手で働くのです。クリスチャンは、神が自分の必要をすべて満たすと約束してくださっているので、利益を得るために無謀な危険を冒す必要はありません。ですから、お金を得ることに関して、クリスチャンは正直な努力によって、神が自分の必要を満たしてくださることに信頼し、また、私たちが人からしてもらいたいと思うことを人にもするべきだというクリスチャンの原則に基づいて、仕事に対する態度を定めることによって利益を得ます。企業が、あなたが自分たちにしてもらいたいと思うことをあなたにするという原則に基づいて、その活動を行うなら、何とすばらしい世界になることでしょう。
いやはや。もう一つの領域は、お金の使い方です。私はお金を得ることについて話しました。お金の使い方もあります。先ほど言ったように、神は私たちを、どれだけお金を持っているかに基づいて裁かれるのではありません。
神は、私たちがどのようにお金を得るか、またどのようにお金を使うかによって、私たちを裁かれます。もちろん、富には私たちのすべての才能や資源が含まれることを私は知っています。しかし、お金は私たちの富や資源の中で最も具体的なものであり、私たちが富や資源をどのように使っているかを最も明確に示すものです。人が自分のお金を正しく使うなら、他のものも同じように正しく使うでしょう。ですから、クリスチャンにとってのお金の正しい使い方には、いくつかのことが含まれるべきです。例えば、感謝を表す方法として使うべきです。
言い換えれば、あなたはお金をどのように使いますか。お金を使う一つの方法は、神に感謝を表す手段として使うことです。カインとアベルの時代から今日に至るまで、人類には、穀物や収穫物、利益、あるいは給料のまさに最初の部分を神にささげることによって、神の祝福に対する真の感謝を示す機会がありました。何も新しいことではありません。まさに最初の部分です。私たちにはその機会があり、それはいつもそこにあったのです。
それをささげるかどうかにかかわらず、その最初の部分には神への感謝という印が押されています。ある人々はただそれを受け取り、別のことに使いますが、それで構いません。私が言っているのは、時の初めから、最初の部分には常に、「この部分を神にささげるなら、それが神に感謝を表す方法となる」という印が押されていたということです。お金は大きな祝福です。なぜなら、お金は私たちが神への感謝を誠実な方法で示す機会を与えてくれるからです。さて、先週、私たちを神から引き離し始める最初の罪は、何らかの形で感謝を表すことを怠ることだと述べました。
ローマ人への手紙1章21節で、そのことについて話したのを覚えていますか。私たちはどのように罪を犯し始めるのでしょうか。感謝を述べることを忘れることによって、罪を犯し始め、そこから事態は悪化していきます。ですから、私たちは長くて美しい祈りをささげることができますが、もし自分のお金の初穂を神にささげないなら、私たちは自分自身に語りかけているにすぎません。お金を用いるべきもう一つの方法は、私たちの必要を満たすことです。
私たちの必要を満たしてください。神は私たちを、依存する存在として創造されたのです。そんなことを考えたことがありますか。神は、私たちが食べたり眠ったり、何もする必要がないように創造することもできました。私たちは完全に自給自足できる存在にもなれたのです。しかし、神はそうなさいませんでした。
なぜなのかと考えたことはありますか。神は、私たちが必要とするものと引き換えに働くことを許してくださいます。そして、これは私たちの意志を鍛えます。それは私たちに喜びを与え、満足を与えます。ソロモンは伝道者の書5章18節と19節で、この考えを説明しています。彼はこう言っています。「見よ。私が良いこと、またふさわしいこととして見たのは、神がその人に与えた人生のわずかな日々の間、日の下で苦労しているすべての労苦において、食べ、飲み、自分の労苦を楽しむことである。これがその人の受ける分だからである。
さらに、神が富と財産をお与えになったすべての人について言えば、神はその人に、それらを食べ、報酬を受け取り、自分の労苦を喜ぶ力もお与えになった。これが神の賜物である。ソロモンが何と言っているか分かりますか。働いて稼ぐ能力、何かを築き上げ、何かを得て、それを食べることの満足などです。これらすべては、私たちに対する神の賜物です。
それは、私たちが人生から得る喜びです。ほら、トマトを植えると、それが育ち、それを刻んでサラダに入れます。ああ、なんて素晴らしい気分でしょう。神は、私たちがトマトを必要としないように造ることもできました。
しかし、神は私たちが環境と関わりを持つように、また、その関わりから喜びを得るように、それを創造されました。では、私たちに必要なのは何でしょうか。そこが重要な点です。テモテへの手紙Ⅰ第6章6節から8節で、パウロは私たちに何が必要かを教えています。彼はこう言っています。「しかし、満足を伴う敬虔は、大きな利益を得る手段です。」
私たちは何も持たずにこの世に来たのですから、何も持って出ることもできません。しかし、食物と覆いがあれば、これらで満足すべきです。これが結論です。食物と覆い。それが私たちに必要なものです。
さて、食物とは生計を支えるものであり、それには、それを得て維持するために必要なすべてのものが含まれます。私たちには教育が必要であり、交通手段が必要であり、仕事が必要であり、仕事から離れて休むための余暇と休息が必要です。それによって、仕事やその他のことにおいて、より効果的になれるのです。しかし、そのすべてには、私たちが必要とする食物、すなわち生計を支えるものを得る能力が含まれています。それは私たちの必要の一つです。もう一つは、覆い、または保護であり、それには私たちの家、医療による保障、政府による保障、軍隊など、すべてが含まれます。
これですべてを覆っています。パウロは、私たちには必要なものが二つあると言っています。私たちは自分自身を養う必要があり、また自分自身を守る必要があります。それが私たちに必要なものです。そして、テモテへの手紙Ⅰ5章8節で、パウロはこう言っています。「もし誰かが自分自身の者、特に自分の家族の者たちに必要なものを備えないなら、その人は信仰を否定したのであり、不信者よりも悪い者です。」
パウロは、私たちのお金を正しく用いることにおいて、まず第一に家族の必要を満たすべきだと私たちに思い起こさせています。では、お金のもう一つの用途は何でしょうか。家族の必要を満たすことです。ご存じのように、私たちの社会における大きな問題の一つは、この教えが守られていないことです。人々は家族の世話を政府に委ね、さらに悪いことには、中絶によって自分の家族が存在すること自体を妨げています。
それで、彼らがこの責任を負わなくても済むようにするのです。誤解しないでください。中絶についてのこのような宣伝では、ほら、いつも一つの例を使います。ああ、レイプの被害者だ、と。しかし、レイプ被害者による中絶というケースは、実際には非常に少ないのです。行われている中絶の大半は、残念ながら、ただもう一人の赤ちゃんを養いたくない女性たちによるものです。そして、その女性とその子どもを養おうとしない男性たちによるものでもあります。このことを忘れてはなりません。しかし、それは基本的な必要です。
基本的な必要の一つは、私たちの家族を養うことです。そして最後に、お金のもう一つの正しい使い方は、困っている人々を助けることです。私は、お金の一つの正しい使い方は感謝をささげるためだと言いました。お金のもう一つの正しい使い方は、私たちの家族の必要を優先して満たすことです。そして、お金のもう一つの正しい使い方は、他の人々を助けることです。
他の人々を助けることです。エペソ人への手紙4章で、私が最初に読んだ箇所において、パウロはこう言っています。記憶を新たにするために、もう一度読みます。「盗みをしている者は、もう盗んではいけません。むしろ、困っている人に分け与えることができるように、自分の手で良い仕事をして、働きなさい。」感謝するためだけでも、自分の必要を満たすためだけでもなく、私たちは他の人々の必要を満たすために働き、お金を得るのです。つまり、このことについての私たちの考え方は、こうです。
このようになります。まず、自分の分を主にささげます。よろしい、それは良いことです。それから、家族や教育、食べ物など、皆の面倒を見ます。そして、残りは自分のものです。燃やしてもよいのです。燃やすためのお金です。
その新しいあなたを手に入れましょう。空欄に入るものが何であれ。新しい便利な道具を手に入れましょう。それが何であれ、あなたの道具が何であれ。よろしいですか。新しい考えかもしれませんが、これは私たちの側の不十分な管理だと、あなたにお伝えしたいのです。そして、これが私たちがなかなか前進できない理由の一つかもしれません。
それは、いくつかの新しい装置に費やせるものが、私たちにはあまりない理由の一つかもしれません。ご覧のとおり、神は私たちが金銭を正しく用いるように定めておられます。まず最初の部分は神にささげ、次の部分は私たちのためのもので、それが最も大きな部分です。それは私たち自身の必要と家族の必要のために用いられます。そして最後の部分は、地上の宝だけでなく、天の宝にも投資されるべきです。申命記24章に戻って、この原則が実際にどのように働いているかをお見せしたいと思います。申命記24章で、彼が何と言っているかを聞いてください。
彼はこう言っています。「あなたが畑で収穫をし、畑に一束を置き忘れたとしても、それを取りに戻ってはならない。それは寄留者、孤児、やもめのためのものとしなさい。それは、あなたの神、主が、あなたの手のすべての働きを祝福してくださるためである。あなたがぶどう園のぶどうを集めるときは、もう一度そこを回ってはならない。分かるでしょう、そこに一粒も残らなくなるまで木を揺すってはいけないのです。彼は言いました。分かるでしょう、一度揺すって、集めるのです。」
しかし、落ちたものはそのまま残しておきなさい。それは寄留者、みなしご、やもめのためのものとなる。あなたがこのことを行うよう命じられる前、エジプトの地で奴隷であったことを覚えていなさい。旧約聖書では、収穫が取り入れられたとき、最初の部分は主にささげられたことが分かります。そうです。
そして、その大部分はさまざまな必要のために取っておかれました。しかし、畑の隅は丸くありませんでした。ただ丸く刈り取られていただけです。そして、畑の隅は貧しい人々、寄留者、やもめ、孤児たちのために残されました。後ろに落ちたものも、木や畑で彼らが拾い集めるために、そこに残されました。お分かりでしょう、もっと大きな納屋を建てようとした愚かな人、つまり、あなたが知っているあの人の過ちは何だったのでしょうか。
彼の間違いは、余剰が生じたとき、それは自分のためだけのものだと考えたことでした。それで、外に出て新しい道具を買うことができる、と考えたのです。今日でも、余分な分、つまり余分なお金があるときには――いつもではありませんが、ときどき少し余分にあることがあります――その余分な分は、困窮している両親や親族を助けるために使うことができます。必要を抱えている教会の貧しい兄弟姉妹のために用いることもできます。
必要のある特別な共同体の事柄に投資することもできます。コリント人への手紙Ⅱ第9章8節で、パウロは、神は私たちの必要を満たすことがおできになり、実際にそうしてくださるだけでなく、私たちがそれを行おうとする用意のある心を持っているなら、善い行いをすることができるように、十分な余分の分も与えてくださる、と述べています。そして、それこそが私たちのお金の正しい使い方であり、単に新しい便利な機器を買うためではありません。今夜は時間がなくなってしまったので、私たちがお金についてどのように感じているかを見ていくことにします。しかし今のところ、私たちはお金を得て使う、あるいはむしろ、お金をどのように得て使うかによって、神が私たちに良心に反することなくどれほどの富を持つことを許されるかが、大部分決まるのだと言っておきましょう。
今、私は良心に照らしてそう言います。なぜなら、盗人、あるいは人を虐げたりだましたりする者、または賭博をする者や怠惰な者も、やがては楽に得た金を手にすることがあるからです。しかし、そのような人が安らかな良心を持つことは、めったにありません。よく考えてみてください。多くのお金を持つことと、安らかな良心をもって多くのお金を持つこととは、別のことです。マラキ書3章10節から12節で、マラキは、私たちが正しい方法でお金を得て用いるなら、神はさまざまな方法で私たちに報いてくださると告げています。マラキ書3章で、これが私の最後の聖句です。あとは皆さんの学びです。マラキは主についてこう言っています。「十分の一の献げ物をことごとく倉に携えて来て、わたしの家に食物があるようにせよ。これによって、わたしを試してみよ」と万軍の主は言われる。
わたしがあなたがたのために天の窓を開き、あふれるばかりの祝福を注がないなら、わたしはあなたがたのために食い荒らす者を戒め、地の実りを滅ぼさせない。また、野にあるあなたがたのぶどうの木が、そのぶどうを落とすこともない、と万軍の主は言われる。すべての国々はあなたがたを幸いな者と呼ぶ。あなたがたは喜ばしい地となるからである、と万軍の主は言われる。ここで神は、お金を正しく用いることと正しく得ることについて、何を私たちに語っておられるのでしょうか。まず第一に、私たちは祝福されると約束してくださいました。神は、天的な報いと地上的な報いの両方をもって、私たちに報いてくださるのです。
そして、あなたに一つお伝えします。神の御心に従ってお金を扱うことで、貧しくなった人はこれまで一人もいません。誰もいません。神の目的に従ってお金を扱うことで、貧しくなる人は誰もいません。第二に、私たちは他の人々によって祝福されます。私たちのお金の使い方によって他の人々が祝福され、私たちはその祝福を自分自身にも受けるのです。
それがマラキ書の言っていることです。そして最後に、私たちは良心によって祝福される、と彼は言っています。私たちの良心はお金を渇望することも、もし私たちがそれを正しく得、神の御心と目的に従って用いるなら、私たちが持っている富について私たちを責めることもありません。さて、もしあなたがお金を得ることや用いることにおいて正しく行動してこなかったなら、今朝、神に赦してくださるよう求めることをお勧めします。ただ赦してくださるように。
そして、あなたが持っているお金を、あなたを罪に定めるのではなく、あなたに祝福をもたらす方法で得て用いる道を、神に示してくださるよう求めなさい。なぜなら、結局のところ、あなたを罪に定めるのはそれだからです。あなた自身です。私たちがそれをどのように用いたか、どのように得たか、それは非常に重要です。また、今朝、祈りのために前に出る必要があるなら、どのような理由であれ回復される必要があるなら、私たちの教会員になりたいなら、キリストを告白し、バプテスマを受ける必要があるなら。
今朝、私たちが皆さんに仕えるためにできることは、何でもいたします。招きの歌の間に前に出て来てくださるようお勧めします。また、今晩も戻って来てくださるようお勧めします。そして、このシリーズを終え、お金について私たちがどのように感じているかをお話しし、お金の問題の感情的な側面に入っていきます。今朝、前に出て来てこの時間に応答する必要がある方は、どうぞそうしてください。私たちは立って歌います。
